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５
月
25
・
26
日
の
２
日
間
北
海

道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場
（
安

平
町
）
で
２
０
２
４
北
海
道
ブ

ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
道
各
地
区
の
代
表
牛
２
４
４

頭
が
出
品
さ
れ
、
審
査
員
は
吉
田 

智
貴
氏
（
上
士
幌
町 

酪
農
家
）

が
務
め
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
２
農
場
よ
り

３
頭
が
出
品
さ
れ
、
幌
呂
地
区 

㈱
植
田
牧
場
の
Ｏ
Ｐ 

エ
ム
ビ
ー

ビ
ー 

サ
イ
ド
キ
ツ
ク 

ラ
ブ
が
第

２
部
で
29
位
に
、
ア
ワ
ー
プ
ラ
イ

ド 

ド
ア
マ
ン 

ビ
ス
ケ
ツ
ト 

Ｅ

Ｔ
が
第
６
部
で
16
位
、
音
別
地
区 

㈱
大
坂
フ
ァ
ー
ム
の
Ｂ
Ｓ 

フ
ア

ン
シ
ー 

Ｇ 

ポ
リ
ス 

Ｅ
Ｔ
が
第

13
部
で
６
位
に
入
り
、
管
内
対
抗

で
は
当
Ｊ
Ａ
の
２
農
場
の
出
品
牛

を
含
む
釧
路
地
区
が
３
位
に
入
る

な
ど
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は

北
見
市 

吉
野
英
之
さ
ん
の
出
品

牛
ヨ
シ
ノ
フ
ア
ー
ム 

ド
ア 

リ
ン

リ
ン
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
の
出
品
牛
及
び
出

品
者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

部 結果 名　　　　号 出品者 地区

２部 29位 OP エムビービー サイドキツク ラブ ㈱植　田　牧　場 幌呂

６部 16位 アワープライド ドアマン ビスケツト ET ㈱植　田　牧　場 幌呂

13部 ６位 BS フアンシー G ポリス ET ㈱大坂ファーム 音別

OP エムビービー サイドキツク ラブ

アワープライド ドアマン ビスケツト ET

BS フアンシー G ポリス ET

2024北海道B＆Wショウ　出品牛一覧（JAくしろ丹頂）
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部 名　　　　　　号 出品者 地区
１部 Ａ ヴエローナ ハクセル グラツイエ ビスタ 安藤　隆幸 幌呂
２部 ＩＦ バージニア チーフ ダーミヤ 増田　一真 鶴居
３部 ＯＰ エムビービー サイドキツク ラブ ㈱植田牧場 幌呂
４部 ＴＫＳ デリア キツク コウチヤン 清水　武志 鶴居
５部 ＯＰ オラホーム ラスター ジヨリー ㈱植田牧場 幌呂
６部 ＭＳ ラムダトウー アン センビユー 松下　雅幸 鶴居
７部 アワープライド ドアマン ビスケツト ＥＴ ㈱植田牧場 幌呂
８部 ＴＫＳ ブリス デルタ チツプ 清水　武志 鶴居
９部 サイエンテイー キリイツツ レイ （農）清和農場 鶴居
10部 Ｓ．Ｐ メルム ドブロツク ドフイー （農）高橋農場 鶴居
11部 ホリウード バシツト アトモス （農）清和農場 鶴居

入　賞　牛　一　覧　表
グランドチャンピオン

Ｓ．Ｐ メルム ドブロツク ドフイー （農）高橋農場 鶴居
未経産　最高位

ＴＫＳ デリア キツク コウチヤン 清　水　武　志 鶴居
未経産　準最高位

Ａ ヴエローナ ハクセル グラツイエ ビスタ 安　藤　隆　幸 幌呂
経産　最高位

Ｓ．Ｐ メルム ドブロツク ドフイー （農）高橋農場 鶴居
経産　準最高位

ＴＫＳ ブリス デルタ チツプ 清　水　武　志 鶴居

　
６
月
１
日
、
鶴
居
村
家
畜
共
進

会
場
で
第
57
回
鶴
居
村
家
畜
共
進

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
鶴
居
・
幌
呂
両
地
区
よ
り
計
30

頭
の
乳
牛
が
出
品
さ
れ
、
審
査
員

に
弟
子
屈
町
酪
農
家
の
坪
井
秀
明

氏
、
デ
ー
リ
ィ
プ
リ
ン
セ
ス
は
当

Ｊ
Ａ
家
畜
改
良
課
の
城
島
明
日
香

係
が
務
め
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
鶴
居
地
区(

農)

高

橋
農
場
の
出
品
牛
「
Ｓ
．
Ｐ 

メ

ル
ム 

ド
ブ
ロ
ツ
ク 

ド
フ
イ
ー
」

（
10
部
）
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
は
鶴
居
地
区 

清
水
武

志
さ
ん
の
出
品
牛
「
Ｔ
Ｋ
Ｓ 

デ

リ
ア 
キ
ツ
ク 

コ
ウ
チ
ヤ
ン
」（
４

部
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出

店
し
た
他
、
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
鶴
居

支
部
が
牛
乳
の
無
料
配
布
を
行
い

ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
家
族

連
れ
も
多
く
、
嬉
し
そ
う
に
牛
乳

を
飲
む
子
供
達
の
姿
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。

　
主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
並
び

に
受
賞
者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

第57回　鶴居村家畜共進会　開催第57回　鶴居村家畜共進会　開催

牛乳
おいしー♪

審査員を務めた
坪井 秀明 氏

デーリィプリンセス
城島 明日香 係
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６
月
３
日
、
白
糠
町
家
畜
共
進

会
場
で
、
第
16
回
音
別
白
糠
合
同

家
畜
共
進
会
が
開
催
さ
れ
、音
別・

白
糠
の
両
地
区
よ
り
計
26
頭
の
乳

牛
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道 

道

東
事
業
所 

次
長 

中
谷
英
世 

氏

が
審
査
に
あ
た
り
、
デ
ー
リ
ィ
ク

イ
ー
ン
は
当
Ｊ
Ａ
金
融
共
済
部 

本
店
金
融
課 

栗
原
舞 

係
が
務
め

ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
白
糠
地
区
㈱
Ｍ
＆

Ｓ
の
出
品
牛
「
Ｍ
．
Ｓ 

ク
イ
ー

ン 
デ
ル
タ
ラ
ム
ダ
」（
７
部
）
が
、

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、

音
別
地
区
㈱
大
坂
フ
ァ
ー
ム
の
出

品
牛
「
Ｂ
Ｓ 

ク
レ
ス
ト 
チ
ツ
プ 

ハ
ー
ブ
」（
３
部
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
地
区
対
抗
は
経
産
牛
頭

数
不
足
に
よ
り
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
並
び

に
受
賞
者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

部 名　　　　号 出品者 地区

１部 ヘイチヤン ミス ドツク （合）伊深ファーム 白糠

２部 ヘイチヤン チツプ ドツク （合）伊深ファーム 白糠

３部 BS クレスト チツプ ハーブ ㈱大坂ファーム 音別

４部 HSY プロスペリテイー チツプ 細　谷　亮　太 白糠

５部 VSツリー レインボー ドツク 對　木　賢　雅 白糠

６部 BS ロイグル タイム ㈱大坂ファーム 音別

７部 M.S クイーン デルタラムダ ㈱M & S 白糠

８部 フオグランド ポータル エクシード 五十嵐　大　地 白糠

９部 エメラルド ローリン ワカナ サイドキツク 松　田　浩　二 白糠

入　賞　牛　一　覧　表
グランドチャンピオン

M.S クイーン デルタラムダ ㈱M & S 白糠

リザーブグランドチャンピオン

BS ジヨスーパー ベブ ㈱大坂ファーム 音別

ジュニアチャンピオン

BS クレスト チツプ ハーブ ㈱大坂ファーム 音別

リザーブジュニアチャンピオン

ヘイチヤン チツプ ドツク （合）伊深ファーム 白糠

審査員を務めた
中谷 英世 次長

デーリィクイーン
栗原 舞 係

令和６年度　釧路丹頂農業協同組合令和６年度　釧路丹頂農業協同組合
音別白糠合同家畜共進会　開催音別白糠合同家畜共進会　開催
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農業用廃プラスチックを回収農業用廃プラスチックを回収

釧路丹頂和牛改良組合　第12回通常総会　開催釧路丹頂和牛改良組合　第12回通常総会　開催
　
５
月
24
日
、
第
12
回
釧
路
丹
頂
和

牛
改
良
組
合
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
菊
地
和
広
組
合

長
は
、「
素
牛
市
場
は
、
４
月
か
ら

開
催
さ
れ
２
ヶ
月
を
経
過
し
ま
し
た

が
、
市
場
価
格
や
牛
も
バ
ラ
つ
き
が

あ
る
印
象
で
す
。
今
後
ど
の
よ
う
な

牛
を
作
っ
て
い
く
か
の
原
点
に
立
ち

返
り
や
っ
て
い
か
な
い
と
、
安
定
し

た
経
営
は
望
め
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
組
合
と
し
て
も

運
営
・
活
動
・
営
農
を
盛
り
込
ん
だ

内
容
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
去
年
の
共
進
会
で
は
大
変
良

い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
今
年
も
７

月
に
共
進
会
が
開
催
予
定
で
す
の
で

準
備
を
進
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
議
長
は
菊
地
組
合
長
が
務
め
、
令

和
５
年
度
事
業
・
収
支
決
算
報
告
、

監
査
報
告
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
案
、
会
費
の
賦
課
及

び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
、
全
議
案
承

認
さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
来
賓
で
お
越
し
頂

い
た
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
道
東

事
業
所 

小
寺
所
長
よ
り
情
報
提
供

な
ど
も
あ
り
、
今
後
の
改
良
に
向
け

て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
５
月
８
・
９
日
に
白
糠
地
区
、
５
月

10
・
13
日
に
音
別
地
区
、
５
月
29
日
か
ら

31
日
の
３
日
間
、
鶴
居
・
幌
呂
の
両
地
区

で
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使

用
量
が
多
い
た
め
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
の
う
ち
農

業
分
野
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
全
体
の

３
％
程
度
を
占
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
分
野
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
必

要
不
可
欠
な
生
産
資
材
で
す
の
で
、
引
き

続
き
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
抑
制
と
適
正
な

処
理
を
徹
底
す
る
事
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
回
収
で
は
、
全
地
区
合
わ
せ
て

約
１
１
１
ｔ
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
回
収

さ
れ
、
適
正
に
処
理
さ
れ
ま
し
た
。
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５
月
16
日
、
白
糠
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
部
会
が
十
勝
方
面
の
視
察
研
修
を

開
催
し
、部
員
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
帯
広
畜
産
大
学
で
は
、
岡
田
所
長
よ

り
座
学
を
受
け
、
十
勝
帯
広
を
中
心
と

し
た
産
業
競
争
力
強
化
に
貢
献
す
る
た

め
、
大
学
・
企
業
・
団
体
・
公
的
試
験

研
究
機
関
等
と
の
研
究
連
携
を
充
実
さ

せ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業

者
だ
け
で
な
く
、
農
協
を
含
む
様
々
な

関
係
分
野
の
人
材
不
足
を
解
消
で
き
る

よ
う
な
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
等
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
座
学
後
に
は
、

構
内
の
酒
蔵
も
見
学
し
、
学
生
が
作
業

し
て
い
る
様
子
を
間
近
に
見
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
生
協
で
は

生
徒
が
作
っ
た
日
本
酒
も
販
売
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
よ
つ
葉
乳
業
十
勝
主
管
工
場
で
は
、

経
営
理
念
や
、
生
乳
が
バ
タ
ー
等
の
製

品
に
な
る
ま
で
の
工
程
を
視
察
し
、
牛

の
餌
等
の
パ
ネ
ル
や
衛
生
管
理
に
使
わ

れ
る
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
を
体
験
し
ま
し

た
。
製
造
ラ
イ
ン
で
は
、
ほ
ぼ
全
て
が

機
械
化
さ
れ
て
お
り
、
フ
ロ
ア
の
色
で

衛
生
管
理
レ
ベ
ル
を
変
え
る
等
、
徹
底

し
た
品
質
管
理
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
研
修
を
通
じ
て
、
生
乳

の
品
質
管
理
の
重
要
性
や
大
学
の
活

動
、
生
徒
達
の
姿
を
間
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
５
月
31
日
、
鶴
居
村
の
Ｓ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ（
シ
キ
ナ
）に
て
、
女
性
部

鶴
居
支
部
部
員
研
修
会『
花
の
寄
せ
植
え
体
験
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。

色
々
な
花
を
寄
せ
集
め
る
こ
と
で
、
小
さ
な
空
間
で
も
華
や
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
、
決
ま
っ
た
型
や
形
式
が
無
い
た
め
自
由
に
楽
し
め

る
の
が
、
寄
せ
植
え
の
醍
醐
味
で
す
。

　
Ｓ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
代
表
の
高
橋
か
お
り
さ
ん
ご
指
導
の
も
と
、
事
前

に
用
意
し
て
頂
い
た
鉢
や
花
を
選
び
、作
業
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

一
種
類
の
花
で
も
赤
や
紫
、黄
色
と
い
っ
た
様
々
な
色
が
あ
っ
た
り
、

背
丈
に
差
が
あ
っ
た
り
と
、
選
ぶ
要
素
が
多
く
、
和
気
あ
い
あ
い
と

作
業
が
ス
タ
ー
ト
。
花
を
植
え
る
際
、
根
に
付
い
て
い
る
土
を
少
し

掃
っ
て
あ
げ
た
り
、
下
の
葉
に
土
を
か
ぶ
せ
て
し
ま
わ
な
い
な
ど
、

い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
高
橋
さ
ん
に
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
楽
し

み
つ
つ
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
万
が
一
今
回
の
作
品
が
枯
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
鉢
を
Ｓ
Ｉ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
さ
ん
に
持
っ
て
い
く
こ
と
で
、
も
う
一
度
寄
せ
植
え
を
楽

し
め
る
そ
う
で
す
。
違
う
色
や
種
類
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
、
何
度
も

楽
し
め
そ
う
で
す
ね
！

　
今
後
も
色
々
な
活
動
を
通
じ
て
部
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
て
い
き

た
い
で
す
。

女性部白糠支部女性部白糠支部
フレッシュミズ部会　視察研修フレッシュミズ部会　視察研修

女性部鶴居支部女性部鶴居支部
部員交流会　花の寄せ植え体験部員交流会　花の寄せ植え体験
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鶴居中学校生徒の酪農体験学習鶴居中学校生徒の酪農体験学習

令和６年度　新規就農者へ激励状を贈呈令和６年度　新規就農者へ激励状を贈呈

６
月
３
日
、
鶴
居
中
学
校
の
２
年
生
が
食

農
教
育
の
一
環
と
し
て
鶴
居
村
中
久
著
呂

地
区
の
増
田
農
場
で
酪
農
体
験
学
習
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
体
験
学
習
に
は
15
名
の
生
徒
が
参
加

し
、農
場
主
の
増
田
一
真
さ
ん
を
は
じ
め
、

青
年
部
鶴
居
支
部
の
部
員
を
含
め
た
５
名

に
よ
り
、
牧
場
で
の
毎
日
の
仕
事
や
牛
乳

が
出
来
る
ま
で
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
達
は
搾
乳
施
設
や
ト
ラ
ク
タ
ー
を

見
学
し
、
仔
牛
の
ミ
ル
ク
や
り
を
体
験
。

仔
牛
と
ふ
れ
あ
う
生
徒
は
、
楽
し
そ
う
な

笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
学
習
を
通
じ
て
生
徒
の
皆
さ

ん
に
は
、
農
業
と
地
域
が
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
事
を
学
び
、
農
業
に
少
し
で
も
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　
５
月
30
日
、
鶴
居
事
務
所
で
令
和
６
年
度
新
規
就
農
者
（
後
継
者
）

へ
の
激
励
状
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
激
励
状
の
贈
呈
は
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
令
和
６
年
３
月
ま
で

に
就
農
し
た
新
規
就
農
者
や
後
継
者
を
対
象
と
し
、
北
海
道
農
業
・
農

村
を
担
う
一
員
と
し
て
、
新
規
就
農
者
が
英
知
と
努
力
を
も
っ
て
農
業

に
意
欲
的
に
取
組
む
こ
と
を
期
待
し
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
グ
ル
ー
プ
が
激
励

状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
鶴
居
地
区
の
瀧
澤
史
登
さ
ん
、
瀧
澤
快
都
さ
ん
へ
千
葉
組
合
長
よ
り

激
励
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。音
別
地
区
の
二
谷
遼
太
郎
さ
ん
へ
は
後
日
、

贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
瀧
澤
史
登
さ
ん
は
「
飼
料
・
燃
料
高
騰
、
農
家
戸
数
の
減
少
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
山
積
し
て
る
状
況
で
す
が
、
僕
達
の
よ
う
な
世
代
が
10

年
20
年
後
も
、
安
定
し
永
続
的
に
酪
農
経
営
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
気
を
引
き
締
め
、
日
々
の
仕
事

に
真
摯
に
向
き
合
い
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。」

　
瀧
澤
快
都
さ
ん
は
「
高
校
で
は
酪
農
を
勉
強
し
実
習
な
ど
も
多
く
経

験
し
、
共
進
会
も
手
伝
い
な
ど
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を

活
か
し
て
酪
農
を
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。」

　
二
谷
遼
太
郎
さ
ん
は
「
農
作
業
事

故
に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
意
気
込
み
を

語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
を
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。
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６
月
中
旬
か
ら
一
番
草
の
収
穫
作
業
が
本
格
稼
働
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
一
番
草
は
、
地
区
に
よ
り
差
は
あ
り
ま
す
が
好
天
に
恵

ま
れ
、
順
調
な
生
育
と
な
り
ま
し
た
。
天
候
が
不
安
な
時
も
あ
り

ま
し
た
が
、
良
質
な
粗
飼
料
確
保
に
向
け
、
各
地
区
で
懸
命
な
作

業
が
進
ん
で
い
ま
す
。
収
量
に
つ
い
て
は
例
年
通
り
確
保
で
き
そ

う
で
す
。

　
一
番
草
が
終
了
し
た
後
は
、
２
番
草
の
収
穫
準
備
に
向
け
休
む

こ
と
な
く
作
業
は
続
き
ま
す
。
好
天
が
続
き
２
番
草
や
デ
ン
ト

コ
ー
ン
も
順
調
に
生
育
し
て
く
れ
る
と
と
も
に
、
農
作
業
事
故
や

熱
中
症
等
に
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
怪
我
無
く
作
業
が
終

了
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

一番草収穫作業一番草収穫作業
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　今回の植生調査では、過去７年以内に更新を行った圃場を調査致しました。更新

後５年で雑草割合が50％を超える状況となり、計画的な草地改良と継続的な植生

維持管理が必要となります。

全地区 牧草割合

イネ科
46％

雑　草
40％

裸地
6％

マメ科 8％

ＪＡくしろ丹頂　植生改善プロジェクト

調査年月：令和６年５月
調査機関：ＪＡ

　当ＪＡ管内の圃場の植生を調査し、各地区の植生についてまとめました。

　今回の調査では、平成29年～令和５年の間で草地改良を行った圃場の調査をいたしました。

植生調査結果

11 ＪＡ全体の調査結果ＪＡ全体の調査結果 ４８６か所

　

地
区 チモシー オーチ

ャード
白

クローバー
赤

クローバー
ペレニアル
ライグラス

メドフェ
スク

アルファ
ルファ

牧草
割合

シバ
ムギ リード ケンタッ

キー
メドフォ
ックス

ギシ
ギシ その他 雑草

割合 裸地 計

全
地
区
平
均

H29更新（７年目） 23% 8% 4% 1% 0% 1% 1% 38% 19% 19% 7% 2% 1% 7% 55% 7% 100%

H30更新（６年目） 30% 5% 4% 1% 1% 1% 1% 43% 18% 16% 9% 2% 1% 7% 50% 7% 100%

R１更新（５年目） 30% 4% 5% 1% 1% 1% 1% 43% 22% 15% 6% 2% 1% 5% 51% 6% 100%

R２更新（４年目） 35% 4% 6% 1% 1% 1% 1% 49% 14% 13% 5% 3% 3% 7% 45% 6% 100%

R３更新（３年目） 50% 3% 6% 1% 0% 1% 1% 62% 9% 9% 2% 1% 3% 8% 32% 6% 100%

R４更新（２年目） 49% 7% 9% 3% 1% 0% 1% 70% 3% 5% 2% 9% 3% 4% 26% 4% 100%

R５更新（１年目） 54% 7% 8% 2% 1% 1% 3% 76% 6% 2% 2% 3% 1% 5% 19% 5% 100%

8



22 各地区における調査結果各地区における調査結果

鶴居地区

イネ科
49％

雑　草
38％

裸地
6％

マメ科 7％

幌呂地区

イネ科
47％

雑　草
36％

裸地
7％

マメ科
10％

●鶴居地区 １４８か所（更新圃場のみ）

●幌呂地区 １０３か所（更新圃場のみ）

＊�鶴居地区の植生調査では、更新５年目以降牧草割合が50％を切る結果となりま
した。更新後１～２年については、マメ科が10％程度残っているが、数年で減
少してしまう傾向にあり、良質粗飼料確保のために追播を行うのも有効だと思わ
れます。

＊�幌呂地区の今回の調査結果についても、更新５年目以降牧草割合が50％を切る
結果となった。調査した中ではシバムギの割合が高い傾向にあり、更新後、シバ
ムギが出てこないように更新時に除草剤をしっかりと散布することが重要です。
更新を行っていない圃場だけではなく、更新後ある程度の年数が経過している圃
場の更新や、追幡の検討を視野に入れる事が継続的な植生維持管理に繋がります。

地
区 チモシー オーチ

ャード
白

クローバー
赤

クローバー
ペレニアル
ライグラス

メドフェ
スク

アルファ
ルファ

牧草
割合

シバ
ムギ リード ケンタッ

キー
メドフォ
ックス

ギシ
ギシ その他 雑草

割合 裸地 計

鶴
居

H29更新（７年目） 26% 9% 1% 0% 0% 0% 0% 36% 23% 15% 8% 1% 1% 7% 55% 9% 100%
H30更新（６年目） 34% 3% 3% 1% 1% 0% 0% 42% 21% 8% 12% 1% 1% 8% 51% 7% 100%
R１更新（５年目） 31% 6% 4% 1% 0% 0% 1% 43% 21% 11% 7% 1% 1% 8% 49% 8% 100%
R２更新（４年目） 38% 9% 6% 1% 0% 0% 1% 55% 11% 14% 5% 0% 1% 7% 38% 7% 100%
R３更新（３年目） 58% 2% 6% 1% 0% 0% 1% 68% 5% 6% 3% 1% 1% 11% 27% 5% 100%
R４更新（２年目） 47% 11% 10% 2% 0% 0% 1% 71% 6% 4% 4% 4% 3% 2% 23% 6% 100%
R５更新（１年目） 44% 17% 10% 1% 1% 0% 1% 74% 9% 2% 5% 1% 1% 4% 22% 4% 100%

地
区 チモシー オーチ

ャード
白

クローバー
赤

クローバー
ペレニアル
ライグラス

メドフェ
スク

アルファ
ルファ

牧草
割合

シバ
ムギ リード ケンタッ

キー
メドフォ
ックス

ギシ
ギシ その他 雑草

割合 裸地 計

幌
呂

H29更新（７年目） 21% 13% 5% 1% 0% 0% 3% 43% 17% 18% 8% 0% 1% 7% 51% 6% 100%
H30更新（６年目） 32% 4% 2% 1% 0% 1% 3% 43% 23% 14% 5% 0% 1% 5% 48% 9% 100%
R１更新（５年目） 25% 1% 4% 1% 1% 0% 1% 33% 30% 13% 7% 1% 1% 6% 58% 9% 100%
R２更新（４年目） 38% 4% 5% 1% 1% 0% 2% 51% 25% 6% 4% 1% 1% 4% 41% 8% 100%
R３更新（３年目） 47% 7% 6% 2% 0% 1% 2% 65% 11% 3% 1% 1% 5% 4% 25% 10% 100%
R４更新（２年目） 52% 3% 7% 5% 1% 0% 0% 68% 6% 7% 1% 0% 6% 5% 25% 7% 100%
R５更新（１年目） 60% 10% 4% 3% 0% 0% 9% 86% 0% 1% 1% 0% 1% 3% 6% 8% 100%
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●白糠地区 １５３か所（更新圃場のみ）

●音別地区 ８２か所の平均値（更新圃場のみ）

＊�更新後１～７年経過している圃場について調査を行いました。白糠地区は雑草の中で
もリードカナリーグラスの割合が高いことが分かりました。リードカナリーグラスは地下茎
イネ科雑草であり、根の量が多いため、更新時の除草剤は高濃度で散布することをお
勧めいたします。またオーチャードグラスのような競合力の強い草種の播種も有効の場
合もあります。

＊�今回の調査圃場は更新後１～６年経過している圃場について行いました。音別地区は
他の地区と比較してメドウフォックステイルの比率が多い圃場が見受けられました。出穂
がチモシー等と比較して早いため作業機を介して種が他の圃場に広がることもあるので、
作業機の洗浄をすることも重要といえます。
　�調査した中には更新後間もない圃場でも、ギシギシが蔓延している圃場もあり、更新時
には適正に防除する必要があります。

白糠地区

イネ科
43％

雑　草
41％

裸地
6％

マメ科 10％

音別地区

イネ科
42％

雑　草
45％

裸地
5％

マメ科 8％

地
区 チモシー オーチ

ャード
白

クローバー
赤

クローバー
ペレニアル
ライグラス

メドフェ
スク

アルファ
ルファ

牧草
割合

シバ
ムギ リード ケンタッ

キー
メドフォ
ックス

ギシ
ギシ その他 雑草

割合 裸地 計

白
糠

H29更新（７年目） 22% 4% 5% 1% 0% 1% 0% 33% 18% 25% 4% 5% 1% 7% 60% 7% 100%
H30更新（６年目） 26% 6% 5% 1% 0% 0% 0% 38% 17% 18% 8% 3% 1% 8% 55% 7% 100%
R１更新（５年目） 26% 7% 5% 1% 0% 0% 0% 39% 23% 20% 6% 1% 1% 4% 55% 6% 100%
R２更新（４年目） 28% 2% 7% 1% 1% 1% 0% 40% 14% 22% 4% 4% 1% 9% 54% 6% 100%
R３更新（３年目） 41% 2% 7% 1% 0% 0% 0% 51% 9% 15% 3% 1% 2% 12% 42% 7% 100%
R４更新（２年目） 80% 0% 15% 0% 0% 0% 0% 95% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 2% 3% 100%
R５更新（１年目） 58% 1% 10% 1% 0% 1% 1% 72% 8% 2% 3% 2% 1% 6% 22% 6% 100%

地
区 チモシー オーチ

ャード
白

クローバー
赤

クローバー
ペレニアル
ライグラス

メドフェ
スク

アルファ
ルファ

牧草
割合

シバ
ムギ リード ケンタッ

キー
メドフォ
ックス

ギシ
ギシ その他 雑草

割合 裸地 計

音
別

H29更新（７年目）
H30更新（６年目） 29% 5% 7% 1% 0% 1% 1% 44% 10% 22% 10% 2% 1% 6% 51% 5% 100%
R１更新（５年目） 37% 1% 6% 0% 0% 1% 1% 46% 15% 16% 5% 6% 2% 4% 48% 6% 100%
R２更新（４年目） 34% 2% 7% 1% 0% 2% 1% 47% 8% 12% 5% 6% 7% 9% 47% 6% 100%
R３更新（３年目） 53% 1% 4% 2% 0% 0% 0% 60% 11% 11% 1% 1% 5% 5% 34% 6% 100%
R４更新（２年目） 17% 16% 5% 3% 0% 0% 0% 41% 0% 11% 1% 33% 4% 9% 58% 1% 100%
R５更新（１年目） 54% 1% 10% 1% 0% 1% 0% 67% 7% 3% 1% 9% 1% 9% 30% 3% 100%
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　今年度については当ＪＡ全体で４８６箇所の圃場を調査した経過にあります。
　当ＪＡ平均では、更新時の土壌処理や更新後の草地管理にもよりますが、更新後４年を超えると雑草及び
裸地割合が、40％～ 50％となっています。主な雑草としてシバムギやリードカナリーグラスが挙げられ、
圃場によっては、草地更新１年経過後でも10％程度は草地に侵入しております。
　草地の生産性を高めるためには、計画的な追幡による簡易更新や完全更新を行う事が有効であり、実施す
るに当たっては施工費や資材費といったコストを要しますが、生乳生産基盤強化のため、農協の草地改良促
進事業を積極的に活用頂けますよう宜しくお願い致します。

○イネ科雑草対策のポイント� ………………………………………………
【PointⅠ】

　シバムギやリードカナリーグラスなどが多い草地では、グリホサート系除草剤が有効であり、除草
剤は植物の茎葉部から吸収されます。薬剤を十分に吸収させるためには、葉がある程度伸びている必
要があります。リードカナリーグラスは草丈が60cm程度まで、シバムギは草丈が40～50cmになったタ
イミングで散布しましょう。また、散布後は植物体に薬剤が吸収されるのを待つため、反転耕起まで
10日以上必要です。

【PointⅡ】
　スラリーの散布は、播種した年から翌年の最終番草収穫後まで控えてください。その後は早春５月
中旬までに、１番草刈取後は10日以内に散布することで、草地を痛めず植生を長持ちさせることがで
きます。しかしスラリーの施用量が多い処理ほどマメ科牧草の割合の低下がみられる場合もあるため、
施用量には注意する必要があります。

33 調査まとめ調査まとめ

44 除草剤の有効活用除草剤の有効活用
　草地の維持管理と更新にあたっては、除草剤を有効活用するとより効果が増しますので散布方法に
ついてご紹介します。

＊草地更新の場合
グリホサート剤耕耕起起前前散散布布(地下茎･宿根性雑草対策)

(シバムギ･リードカナリグラス･レッドトップ･ギシギシ･アザミ等)

メリット：耕起前の雑草を含む前植生を枯らす。

⇒耕起後に再生する雑草の密度を低下させる。

デメリット：実生からの雑草発生を防除するのは難しい。

耕耕起起前前のの雑雑草草のの
生生育育がが十十分分進進んんだだ
時時期期にに薬薬剤剤散散布布

雑雑草草がが枯枯れれるる
ままでで1100日日以以上上

放放置置

耕耕起起･･砕砕土土ななどど
通通常常のの更更新新作作業業

をを行行うう

牧牧草草のの種種子子をを
はは種種すするる

グリホサート剤 はは種種前前散散布布（実生･１年生雑草対策）

(アカザ、シロザ、タデ、ヒエ等 宿根性雑草の再生草)

※泥炭土壌は、薬害が発生する危険性があるため、この方法での処理は避ける。

牧牧草草収収穫穫後後
直直ちちにに耕耕起起･･砕砕土土

整整地地すするる

3300日日以以上上ああけけ
雑雑草草がが出出揃揃うう

ののをを待待つつ

雑雑草草がが出出揃揃っっ
たたらら薬薬剤剤をを散散布布

散散布布後後
同同日日～～1100日日以以内内
にに牧牧草草ををはは種種

メリット： 耕起･整地後に発生する実生の雑草に効果的

⇒播種した牧草の定着を促す。

デメリット：耕起から播種まで期間があくため、土壌の種類

や天候によっては表土が硬くなる場合がある。

耕耕起起前前処処理理ととはは種種前前処処理理のの体体系系処処理理

更更新新前前

3300日日以以上上ああけけ
実実生生雑雑草草がが

揃揃ううののをを待待つつ

散散布布後後
同同日日～～1100日日以以内内
にに牧牧草草ををはは種種

草草地地更更新新のの完完成成

メリット :地下茎イネ科･宿根草、実生雑草に安定した効果が期待。
デメリット:作業工程に日数を要するので、播種時期の確保が必要。

薬剤を２回散布するため、コストがかかる。

耕耕起起前前のの雑雑草草のの
生生育育がが十十分分進進んんだだ
時時期期にに薬薬剤剤散散布布

雑雑草草がが枯枯れれるるままでで
1100日日以以上上放放置置

耕耕起起･･砕砕土土ななどど、、
通通常常のの更更新新作作業業

をを行行うう

雑雑草草がが出出揃揃っっ
たたらら薬薬剤剤をを散散布布

リードカナリーグラスとシバムギの混在

耕起前散布
（前植生対応）

は種前散布
（実生発生対応）

＋＋
グルホサート剤の

体系処理

はは種種限限界界をを
考考慮慮すするる

耕起前処理：リードカナリーの草丈：6600㎝㎝をを上上限限
シバムギの草丈：4400㎝㎝程程度度((混混在在のの場場合合シシババムムギギ優優先先))

散散布布から播播種種床床造造成成まで1100日日以以上上あける
※散布ムラや気象条件等で効果不十分の場合、速やかに2回目の茎葉散布を行う

播種前処理：整整地地･･鎮鎮圧圧から散散布布まで3300日日以以上上あける

グリホサート剤の効果を十分発揮させるタイミング

混播の植生改善スケジュール
地域

オーチャード主体チモシー主体

マメ科追播 8月下旬
チモシー播種 9月上中旬

9月上旬道央・道南

マメ科追播 8月中下旬
チモシー播種 8月末～9月上旬

8月中下旬
十勝中部

オホーツク

マメ科追播 8月中旬
チモシー播種 8月下旬

8月中旬根釧地域
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
 

普及センターの HP はこちら 

ギシギシが少ないうちに防除する 

ギシギシ防除後の草地管理 

ギシギシはタデ科の多年生植物で、以下の 

ような厄介な性質を持つ難防除雑草です。 

① 繁殖能力が高い 
② 家畜の嗜好性が低い 
③ 周囲の牧草の生育を阻害する 

ギシギシの性質と問題点 

雑草が増えてきている草地はありませんか？特にギシギシが繁茂していると、収量の低下や裸地が
増加する原因になります。今回は草地でのギシギシ防除について確認しましょう。 

ギシギシの防除について 

各除草剤の使用方法・注意事項をよく確認して防除し、牧草率の高い草地を維持しましょう。 

表 草地で利用できる除草剤の使用時期と薬量 

ギシギシ防除のタイミング 

・早期に追播し、裸地を覆うことでギシギシを
含めた雑草の侵入を防ぐことに繋がります。
右の写真のような専用追播機が有効です。 

・更新直後の土が軟らかい状態では利用出来ま
せん。 

防除後の裸地の発生が少なく、

既存植生で裸地を埋めやすくなり

ます。 
 

葉が手の平サイズの時が
散布のタイミング 

大量の種子をつけて 
爆発的に増殖 

根が残っていると 
そこから再生する 

防除後の裸地 追播機 
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お客さまのニーズにそった
安心の保障をご提案！

試算条件〈令和6年6月〉
個人契約/共済期間12ヵ月/20等級（事故有係数適用期間0年）/運転者年齢条件：35歳以上限定保障/年齢階層別掛金：40～49歳/運転者家族限定特約有/車両保障：全損害担保225万円（免責金額0万円）/車両新価
保障特約（新車価額相当額295万円）または、車両超過修理費用保障特約：有/トヨタプリウス　型式ZVW40Ｗ/（初度登録年月日：平成31年4月/車両諸費用保障特約：有（代車費用5,000円）/対人賠償（無制限）/対物賠償
（無制限）対物超過修理費用保障付/日常生活賠償責任特約：有/人身傷害保障：3,000万円（被共済者限定：無）/弁護士費用保障特約：有/ゴールド免許割引：有/自動継続割引：有/自賠責共済セット割引：有/新車割引：有/長
期優良契約割引（適用期間：1年目）/複数契約割引：有/共済掛金払込方法：月払個人　※各種割引の適用には一定の条件があります。

●各種特約・条項のお支払いには所定の要件があります。
※１．臨時費用として、新車価格相当額の10％をお支払いします。30万円を限度とします。　※２．原則として６か月以内にご契約のお車を修理する場合に限ります。　※３．ご自身やご家族が、他の自動車に搭乗中、もしくは歩行中
の自動車事故も対象となります。

人身傷害
保障条項
人身傷害
保障条項

積載動産損害

宿泊費用・帰宅等費用

代車費用

350円350円月々

30円30円月々共済掛金例

共済掛金例

共済掛金例

共済掛金例 500円500円月々

120円120円月々

160円160円月々

走行不能によりレンタカー等
お支払いします。

お車に積んでいる動産が
こわれた場合に、共済金を
お支払いします。

車両新価保障特約車両新価保障特約

車両超過修理
費用保障特約
車両超過修理
費用保障特約

車両諸費用
保障特約
車両諸費用
保障特約

170円170円月々

日常生活賠償
責任特約
日常生活賠償
責任特約

レンタカーレンタカー

車両保障に加入している方

または

車両保障もご自身やご家族の保障も任せて安心充実の保障が
お手軽な共済掛金で ご自身の自動車共済の保障内容を

今一度ご確認ください。
ご不明な点は、お気軽に
JAまでご連絡ください。

※1

※2

※3

「もらい事故」等の
際の弁護士費用等
を保障します。

日常生活のさまざまな損害賠償責任
を保障します。
※詳細は裏面をご参照ください。

ご契約のお車の修理費が共済
価額以上となった場合に、
その超過分について１回の
事故につき50万円を限度に
　お支払いします。

走行不能となった場合、付随的に発生するさまざま
な費用について、共済金をお支払いします。

緊急に宿泊（１泊）した場合や、
公共交通機関で移動した
　場合に、共済金を
　お支払いします。

偶然な事故により被共済自動車
が所定の全損となった場合、
車両共済金額ではなく契約時
に新車購入時の価格等に
基づき設定した新車価格
相当額をお支払いします。

弁護士
費用保障
特約

弁護士
費用保障
特約

レッカー・ロード
 費用保障条項
レッカー・ロード
 費用保障条項

走行不能となった場合のレッカー
・ロード費用を保障します！

自動車事故により、
ご契約のお車に搭乗中
の方（運転者を含みます）が
傷害・所定の後遺障害を
被られたり、または死亡された
場合に、過失割合に関係なく、共済金額の
範囲内で、共済約款において定めた基準に従い

共済金をお支払いします。

個人契約は自動付帯です

NEW車両保障に加入して
いなくても付帯できるように

なりました

※詳しくはウラ面をご覧下さい。

※詳しくはウラ面をご覧下さい。

本店共済課　
　　　　　☎0154-64-5477
白糠支店金融共済課　
　　　　　☎01547-2-2183
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JA共済ホームページアドレス https://www.ja-kyosai.or.jp

お問い合わせは

■自動車事故等の場合には

24010011041

 この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。
また、ご契約の際は、「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

JA共済事故受付センター（24時間365日受付）

0120-258-931
■レッカー移動や故障時の応急対応が必要な場合には

JA共済サポートセンター（24時間365日受付）

0120-063-931
ジ　  コ　 は　　　 ク　　ミ　 アイ レッカーロードサービス は  ク　   ミ　 アイ

※１ 宿泊費用には飲食等に要した費用は含みません。 ※２ 酒気帯び運転の間に走行不能になったことにより生じた損害は保障の対象とはなりません。 ※３ ご契約のお車のカギの紛失により生じた損害は保障の対象とはなりません。 ※４ ご契約のお車の燃
料切れにより生じた損害（電気自動車である場合の電池切れを除く）は保障の対象とはなりません。 ※5 陸送等費用、宿泊費用、帰宅等費用は、ご契約のお車が走行不能となり、修理工場等まで運搬された場合に限り、共済金をお支払いします。

代車費用共済金日額はご契約のお車の用途車種に
応じて右記の6区分から選択できます。

代車費用共済金日額 3,000円／5,000円／7,000円／10,000円／15,000円／20,000円

ご契約のお車が、事故、故障、車両トラブルで走行不能となったとき、または盗難されたときに、下記の費用を保障します。

＊交通費は往路１名分を保障15万円まで保障

燃料給油サービス ガソリン等を最大10ℓまでお届け（1年に１回）レッカーサービス 限度額15万円を超えて運搬距離が無制限に！＊

NEW

＊レッカー費用に関して、利用者が事前にＪＡ共済サポートセンターに連絡し、ＪＡ共済サポートセンターが手配する業者が運搬する場合であり、利用者が指定する修理工場等まで運搬することが合理的であると
  ＪＡ共済サポートセンターが判断し、予め承認したときに15万円の限度額を適用しません。

※１ 自然災害の影響により代車を借り入れることができないと組合が認めた場合等には、公共の交通手段を利用したことにより要した代替交通費用も保障します。 ※２ 自然災害の影響により修理工場が混雑し、修理期間が長期化すると組合が認めた場合
には、代車等の使用日数を通算日数で保障します。 ※３ 車両損害限定特約が付加されている場合は、車両損害限定特約に規定する対象事故による車両損害に限ります。 ※４ ガス欠、バッテリー上がり、バッテリー液の消耗等、ご契約のお車の電気系統の
故障または機械系統の故障を伴わない走行不能は含みません。 ※５ 車両損害を伴わない積載動産の荷崩れ等による損害は保障の対象とはなりません。

ご契約のお車において、車両損害が生じたとき、または故障で走行不能となったときに、下記の費用を保障します。

代車費用実額を保障

レンタカー等の借り入れをした場合にかかった費用

1回の事故について代車を借り入れた日から30日を限度に
【代車費用共済金】

＊１日につき代車費用共済金日額を限度

走行不能となり修理工場
までの運搬にかかった費用

1回の事故についてレッカー費用・
ロード費用を合算して

【レッカー・ロード費用共済金】

1万円まで保障

走行不能となり緊急に
宿泊した場合の宿泊費用

1回の事故について
被共済者1名につき

【宿泊費用共済金】

1万円まで保障

走行不能となり公共の交通
手段で帰宅した場合の交通費

1回の事故について
被共済者1名につき

【帰宅等費用共済金】

15万円まで保障

修理後、車の引き取りに
かかった陸送費または交通費

1回の事故について
【陸送等費用共済金】

走行不能となりその場での
応急対応にかかった費用

２００万円を限度に積載動産損害の額を保障

ご契約のお車に積んでいた被共済者所有の動産が壊れた場合の損害額

1回の事故について
【積載動産損害共済金】

Aさん4人家族が旅先で事故にあい、
お車が走行不能になったケース例

修理後、車を陸送
してもらった
■陸送等費用例

6万円

帰宅できず
現地に宿泊
■宿泊費用例

4万円（１万円×４名）

つぎの日
電車で帰宅
■帰宅等費用例

4万円（１万円×４名）

車の修理中20日間
代車を借りた
■代車費用例

14万円（7千円×20日）

走行不能になった
事故で車内の
貴重品が壊れた

■損害例10万円

修理工場へ
レッカー移動

■レッカー費用例
5万円

事故・
故障発生！

レッカー・ロード費用保障条項
車両諸費用保障特約

■レッカー費用 5万円
■宿泊費用 4万円
■帰宅等費用 4万円
■陸送等費用 6万円

レッカー・ロード費用保障条項

■代車費用 14万円
■積載動産損害 10万円

車両諸費用保障特約

J
A
の
自
動
車
共
済
な
ら
、

こ
う
し
た
費
用
も
カ
バ
ー
で
き
ま
す
！ 合計24万円をカバー!

合計19万円をカバー!

NEW

本店共済課　
　　　　　☎0154-64-5477
白糠支店金融共済課　
　　　　　☎01547-2-2183
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（令和４年６月20日付）辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属

坂本　克則 参 事 役 参 　  事

長谷川　隆 参 　  事 管理部長兼監査室長

相楽　孝行 管理部長兼監査室長 管 理 部 管理課長

鈴木　英智 管 理 部 管理課長 営 農 部 音別営農課長

門脇ちか子 管 理 部 管理課企画管理係長 管 理 部 管理課経理電算係　

高嶋　奏多 管 理 部 管理課企画管理係兼経理電算係 管 理 部 管理課企画管理係　

成戸　道典 管 理 部 管理課経理電算係長兼監査室監査係 管 理 部 管理課経理電算係長兼企画管理係長兼監
査室監査係　

高田　栄子 管 理 部 管理課経理電算係（準職員） 金融共済部 本店金融係（準職員）

橘田　壮則 管 理 部 付 営 農 部 農業振興支援課農業振興支援係長兼融資
審査課融資審査係長

丹羽　　満 金融共済部長 金融共済部長兼共済課長

矢部　哲也 金融共済部 本店金融課長兼融資課長 金融共済部 白糠支店金融共済課長

北川　和美 金融共済部 本店金融課金融係 金融共済部 幌呂支店金融共済課金融共済係

鈴木久美子 金融共済部 本店金融課金融係 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係

門　　彩夏 金融共済部 本店金融課金融係 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係

髙井　佳美 金融共済部 本店融資課融資係長 金融共済部 白糠支店金融共済課融資係長兼総務係長

野々村典亮 金融共済部 本店共済課長兼共済係長 金融共済部 本店共済課共済係長兼共済推進係長

長屋　快斗 金融共済部 本店共済課共済係 金融共済部 本店共済課共済推進係

今野　佳奈 金融共済部 本店共済課共済係 金 融 共 済 部 本店金融課金融係兼共済課共済係

増川　純仁 金融共済部 白糠支店金融共済課長兼融資係長 金融共済部 本店融資課長兼金融課長

藤原　静雄 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係長兼総務
係長 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係長

村上　千春 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係兼総務係 金融共済部 幌呂支店金融共済課金融共済係

北村　千春 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係 金融共済部 本店金融課金融係

武田　早苗 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係 畜産生産部 販売課販売係（音・白担当）兼家畜改良
課家畜改良係（音・白担当）

髙野　明徳 営 農 部 農業振興支援課長兼農業振興支援係長兼
管理部融資審査課長 営 農 部 農業振興支援課長兼管理部融資審査課長

西塚　悠人 営 農 部 農業振興支援課農業振興支援係兼管理部
融資審査課融資審査係 営 農 部 農業振興支援課農業振興支援係

大石　雅明 営 農 部 音別・白糠農業振興支援課長 購 買 部 生活課長

高橋　　綾 営 農 部 音別・白糠農業振興支援課農業振興支援
係長 営 農 部 白糠営農課営農相談係長兼農業振興支援

係長

鼻和健太郎 営 農 部 音別・白糠農業振興支援課農業振興支援係 金融共済部 本店融資課融資係

手塚　裕明 営 農 部 音別・白糠営農相談課長 営 農 部 白糠営農課長

野々村峻彦 営 農 部 音別・白糠営農相談課営農相談係長 営 農 部 音別営農課営農相談係長兼農業振興支援
係長

坂上　奨真 営 農 部 音別・白糠営農相談課営農相談係 購 買 部 生活課鶴居店係

若狭　幸男 音白酪農ヘルパー利用組合・乳牛検定組合合同事務局
係長 購 買 部 生産資材課音別店係長

（令和６年７月１日付）
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辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属

松原　清美 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係長（鶴・幌担当） 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係長（音・白担当）

佐藤はるみ 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（鶴・幌担当） 購 買 部 燃料課鶴居給油所係

佐々木直敬 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係長（音・白担当） 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係長（鶴・幌担当）

上島　颯太 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（音・白担当） 購 買 部 燃料課鶴居給油所係

八木澤祐樹 畜産生産部 販売課長 畜産生産部 販売課長兼哺育育成センター係長

手塚　　恵 畜産生産部 販売課販売係（音・白担当）兼家畜改良
課家畜改良係（音・白担当） 金融共済部 音別支店金融共済課金融共済係

小田　綾香 畜産生産部 販売課哺育育成センター係長 畜産生産部 販売課哺育育成センター係

岡田　雅美 畜産生産部 販売課幌呂育成牧場係兼哺育育成センタ
ー係（正職員） 畜産生産部 販売課幌呂育成牧場係（準職員）

西村　隆志 購 買 部 長 購買部長兼生産資材課長

山村　正幸 購 買 部 鶴居・幌呂購買課長兼資材幌呂店係長兼
燃料課幌呂給油所係長 金融共済部 幌呂支店金融共済課長

平川　秀樹 購 買 部 鶴居・幌呂購買課資材鶴居店係長 購 買 部 生産資材課鶴居店係長

大谷結衣菜 購 買 部 鶴居・幌呂購買課資材鶴居店係兼生活鶴
居店係 購 買 部 生産資材課鶴居店係兼生活課鶴居店係

村井　海渡 購 買 部 鶴居・幌呂購買課資材幌呂店係兼生活幌
呂店係兼燃料課幌呂給油所係 購 買 部 生産資材課幌呂店係兼燃料課幌呂給油所

係兼生活課幌呂店係

金森　彰美 購 買 部 鶴居・幌呂購買課生活鶴居店係長 金融共済部 音別支店金融共済課金融共済係

畠山ゆか理 購 買 部 鶴居・幌呂購買課生活鶴居店係 購 買 部 生活課鶴居店係

出川　奏太 購 買 部 鶴居・幌呂購買課生活鶴居店係 購 買 部 生活課鶴居店係

下川原沙羅 購 買 部 鶴居・幌呂購買課生活鶴居店係 購 買 部 生活課鶴居店係

松原　洋子 購 買 部 鶴居・幌呂購買課生活幌呂店係長 購 買 部 生産資材課幌呂店係長兼燃料課幌呂給油
所係長兼生活課幌呂店係長

石井　公道 購 買 部 音別・白糠購買課長兼生活音別店係長 金融共済部 音別支店金融共済課長

池田　直哉 購 買 部 音別・白糠購買課資材・生活白糠店係長
兼燃料課白糠給油所係長 購 買 部 生産資材課白糠店係長兼燃料課白糠給油

所係長

小野村　大 購 買 部 音別・白糠購買課資材・生活白糠店係 購 買 部 生産資材課白糠店係

安藤　資章 購 買 部 音別・白糠購買課資材音別店係長 購 買 部 生活課音別店係長

髙野　早苗 購 買 部 音別・白糠購買課資材音別店係兼生活音
別店係

音白酪農ヘルパー利用組合・乳牛検定組合合同事務局
係兼営農部音別営農課農業振興支援係兼営農相談係

廣田　勇海 購 買 部 音別・白糠購買課生活音別店係 購 買 部 生活課音別店係

若松　　楓 購 買 部 音別・白糠購買課生活音別店係兼資材音
別店係 購 買 部 生産資材課音別店係兼生活課音別店係

池田　雅利 購 買 部 燃料課長 購 買 部 燃料課長兼鶴居給油所係長

堀　　俊夫 購 買 部 燃料課鶴居給油所係長 購 買 部 燃料課音別給油所係長

田村　貴之 購 買 部 燃料課鶴居給油所係 畜産生産部 販売課哺育育成センター係

辻野　忠志 購 買 部 燃料課白糠給油所係 営 農 部 白糠営農課営農相談係兼農業振興支援係

倉内佐知子 購 買 部 燃料課音別給油所係長 購 買 部 燃料課音別給油所係

本間　辰也 購 買 部 燃料課音別給油所係 購 買 部 燃料課白糠給油所係
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給
油
所

課
長
　
池
田
雅
利

監

査

係

監

査

室参　　事
長谷川　　隆

参　事　役
坂　本　克　則

信用担当理事
丹 羽 　 満

兼兼

係
長
　
堀
　
俊
夫

髙
野
早
苗
　
出
合
　
毅

若
松
　
楓
　
江
田
哲
也

係
長
　
安
藤
資
章

係
長

音
別
・
白
糠

購
　

買
　

課
　

長

兼

係
長

鶴
居
・
幌
呂

購
　

買
　

課
　

長

係
長

兼

兼 兼

兼

北
村
千
春
　
松
井
佑
希
菜

西
塚
悠
人
　
大
橋
美
月

福
澤
蓮
太
　
眞
鍋
隆
宏

村
上
千
春
　
武
田
早
苗

準

準

準準

兼

高
嶋
奏
多

小
笠
原
聡
美

橘
田
壮
則

北
川
和
美
　
門
　
彩
夏

鈴
木
久
美
子
　
栗
原
　
舞

　
村
上
千
春

　
松
井
佑
希
菜

農
業
振
興

支
援
課
長

音
別
・
白
糠

農
業
振
興
支
援
課

音
別
・
白
糠

営
農
相
談
課

鶴
居
・
幌
呂

購
　
買
　
課

音
別
・
白
糠

購
　
買
　
課

資
材
・
生
活

白
　
糠
　
店

資
材
音
別
店

生
活
音
別
店
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畠
山
ゆ
か
理
　
下
川
原
沙
羅
　
斉
藤
早
苗
　
和
田
孝
子
　
守
屋
昌
子

出
川
奏
太
　
大
谷
結
衣
菜
　
高
橋
久
美
子
　
柾
切
澤
由
紀

鈴
木
幸
一
　
熊
谷
郁
子
　
小
野
寺
十
一
子

阿
部
美
知
子
　
新
保
博
美

若
松
　
楓
　
髙
野
早
苗
　
平
間
富
恵
　
村
上
弘
子

廣
田
勇
海
　
　
　
　
　
　
北
島
弓
子
　
佐
藤
智
恵

田
中
淳
一
　
笹
山
昭
男
　
山
本
定
義
　

岡
田
雅
美
　
渡
部
し
の
ぶ
　
山
田
晃
平
　
　

松
井
宏
篤
　
三
浦
治
久

岡
田
雅
美
　
南
　
一
成

田
村
貴
之

中
瀬
　
滋

山
本
　
悟
　
高
橋
　
卓
　
大
井
い
ず
み

寺
澤
順
子
　
辻
野
忠
志
　
寺
澤
文
葉

櫻
井
美
空

係
長
　
金
森
彰
美

係
長
　
平
川
秀
樹
　
大
谷
結
衣
菜

係
長

村
井
海
渡

係
長
　
倉
内
佐
知
子
　
本
間
辰
也
　
佐
藤
敏
美

係
長
　
松
原
洋
子
　
村
井
海
渡

係
長
　
小
田
綾
香
　

係
長
　
田
中
正
則

係
長
　
西
川
　
健
　
阿
部
義
隆
　
手
塚
　
恵
　
若
狹
就
杜

丸
子
啓
三
　
真
坂
賢
介

岡
本
和
仁

樋
口
淳
也
　
武
田
千
代
士

酒
井
久
仁

小
池
誠
二
　
宮
本
芳
枝

係
長
　
藤
原
静
雄

鶴
居
・
幌
呂

購
　

買
　

課
　

長

資
材
・
生
活

白
糠
店
係
長

塩越　克哉
瀧澤　義一
折笠　文則

千葉　喜好 成田　純哉
大坂　博文 松井　俊治

對木　範誉五十嵐政敏 学識経験理事
丹羽　　満 理　事　会 代表監事

齊藤　和弘
員外監事

寺下　信夫
常勤監事

石動　　稔監　事　会

総　　会

管 理 部
部 長 相楽　孝行

金融共済部
部 長 丹 羽 　 満

営　農　部
部 長 春 日 　 守

畜産生産部
部　長 位下　光廣

購　買　部
部　長 西村　隆志

融
資
審
査
課

管

理

課

金

融

課

融

資

課

本
　
　
店

共

済

課

融
資
審
査
係

金

融

係

経
理
電
算
係

企
画
管
理
係

共

済

係

融

資

係

販
　
売
　
課

哺
育
育
成

セ
ン
タ
ー

幌
呂
育
成
牧
場

販

売

係

（
鶴
・
幌
担
当
）

販

売

係

（
音
・
白
担
当
）

家
畜
改
良
係

（
鶴
・
幌
担
当
）

家
畜
改
良
係

（
音
・
白
担
当
）

営
農
相
談
係

同
事
務
局

音
別
ヘ
ル
パ
ー

組
合
出
向

音
別
乳
検
出
向

白
糠
ヘ
ル
パ
ー

組
合
出
向

家
畜
改
良
課

石
渡
正
志
　
細
谷
香
織

係
長
　
門
脇
ち
か
子
　
　
　
　
　
　
坪
田
典
子

係
長
　
成
戸
道
典
　
高
嶋
奏
多
　
高
田
栄
子

　
　
　
西
塚
悠
人

係
長
　
山
本
雅
代
　

係
長
　
髙
井
佳
美
　

　
　
　
金
融
共
済
係
長

係
長
　
共
済
課
長
　
長
屋
快
斗
　
今
野
佳
奈

　
佐
藤
は
る
み
　
渕
上
恵
以
　
饒
村
　
紫
　
伊
藤
海
颯
　
吉
田
　
剛

　
山
岸
教
平
　
志
賀
和
冴
　
城
島
明
日
香

係
長
　
若
狭
幸
男
　
林
　
稔
和

行
田
祐
市
　
竹
田
颯
斗
　
上
島
颯
太
　

南
條
正
貴
　
遠
藤
悠
人
　
手
塚
　
恵
　
小
原
直
志

課
長
　
八
木
澤
祐
樹

課
長
　
菅
田
喜
之

課
長
　
手
塚
裕
明

課
長
　
野
々
村
典
亮

課
長
　
金
融
課
長

白
糠
支
店

音
白
ヘ
ル
パ
ー
・

乳
牛
検
定
組
合

合
同
事
務
局

課
長
　
矢
部
哲
也

課
長
　
鈴
木
英
智

係
長
　
松
本
典
子

課
長

農
業
振
興
支
援
課
長

係
長
　
野
々
村
峻
彦
　
坂
上
奨
真

係
長
　
松
原
清
美

係
長
　
佐
々
木
直
敬

川
島
　
淳
　
山
形
友
行

令和６年７月１日 現在

㈱
ジ
ェ
イ
エ
ー
コ
ム
ズ

釧
路
西
部
Ｊ
Ａ
生
乳
共
同

検
査
運
営
協
議
会

鈴
木
郁
也

久
保
田
幸
彦

鶴
居
村
乳
牛
検
定
組
合

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

㈳
釧
路
市
音
別
町

　
農
業
振
興
公
社

22
69

91
22
33

55
44

102

146

営
農
相
談
課

農
業
振
興
支
援
係

営
農
相
談
係
係
長
　
行
田
　
望
　
眞
鍋
隆
宏

係
長
　
高
橋
　
綾
　
鼻
和
健
太
郎

課
長
　
大
石
雅
明

課
長
　
田
中
郁
尚

農
業
振
興
支
援
課

農
業
振
興
支
援
係

課
長
　
髙
野
明
徳

係
長
　

金
融
共
済
課

金
融
共
済
係

総
　
務
　
係

融
　
資
　
係

課
長
　
増
川
純
仁

兼兼兼

兼

兼

兼

兼兼

兼

兼

兼 付

兼

井
上
勝
美

伊
藤
敏
弘

兼兼

兼

兼

準

準

兼

準準準

準

準準準準

準

準準準

準

準

準準準

準準

準準

準準準 準準

準準 準準

準

準

準

係
長
　
池
田
直
哉
　
小
野
村
大
　
石
動
孝
子

坂
本
文
子

準準準準

経
理
電
算
係
長

室
長
　
管
理
部
長

管
理
部
付

出
向
者

会 長 理 事
瀧　澤　義　一

管理金融共済委員会
委員長　對　木　範　誉

営 農 経 済 委 員 会
委員長　成　田　純　哉

融 資 協 議 会
委員長　折　笠　文　則

代表理事組合長
千　葉　喜　好

専 務 理 事
五十嵐　政　敏

子

会

社

社

員
㈱
ジ
ェ
イ
エ
ー
コ
ム
ズ

㈳
釧
路
市
音
別
町

　 

農
業
振
興
公
社

係
長
　
金
融
共
済
課
長

係
長

係
長
　
神
谷
　
治
　
田
中
淳
一
　
小
野
寺
淳
子

生
活
鶴
居
店

生
活
幌
呂
店

資
材
鶴
居
店

資
材
幌
呂
店

課
長
　
山
村
正
幸

課
長
　
石
井
公
道

準

村
井
海
渡
　
小
野
寺
十
一
子

燃
　
料
　
課

白
糠
給
油
所

音
別
給
油
所

鶴
居
給
油
所

幌
呂
給
油
所

課
長
　
池
田
雅
利

監

査

係

監

査

室参　　事
長谷川　　隆

参　事　役
坂　本　克　則

信用担当理事
丹 羽 　 満

兼兼

係
長
　
堀
　
俊
夫

髙
野
早
苗
　
出
合
　
毅

若
松
　
楓
　
江
田
哲
也

係
長
　
安
藤
資
章

係
長

音
別
・
白
糠

購
　

買
　

課
　

長

兼

係
長

鶴
居
・
幌
呂

購
　

買
　

課
　

長

係
長

兼

兼 兼

兼

北
村
千
春
　
松
井
佑
希
菜

西
塚
悠
人
　
大
橋
美
月

福
澤
蓮
太
　
眞
鍋
隆
宏

村
上
千
春
　
武
田
早
苗

準

準

準準

兼

高
嶋
奏
多

小
笠
原
聡
美

橘
田
壮
則

北
川
和
美
　
門
　
彩
夏

鈴
木
久
美
子
　
栗
原
　
舞

　
村
上
千
春

　
松
井
佑
希
菜

農
業
振
興

支
援
課
長

音
別
・
白
糠

農
業
振
興
支
援
課

音
別
・
白
糠

営
農
相
談
課

鶴
居
・
幌
呂

購
　
買
　
課

音
別
・
白
糠

購
　
買
　
課

資
材
・
生
活

白
　
糠
　
店

資
材
音
別
店

生
活
音
別
店
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・つぶやきコーナー

白糠の某Ｋ氏さん

レオママさ
ん

またお待ち
してます！

短い夏☆
楽しみましょ～

ありがとう
ございます♪

あふがんさん

・�・�暑くなりお車のエアコン利用も増えバッテリー上がりが発生しやすくなります。ご暑くなりお車のエアコン利用も増えバッテリー上がりが発生しやすくなります。ご
心配な方は当組合各給油所までお気軽にお尋ね下さい！�心配な方は当組合各給油所までお気軽にお尋ね下さい！� （白糠の某T氏）（白糠の某T氏）
・�１番が始まりました。天気続いてヨー！・�１番が始まりました。天気続いてヨー！�� 　　（イクちゃん）（イクちゃん）
・�ハウスから畑に移植したトウキビの苗、カラスにイタズラされて植え直しです！！・�ハウスから畑に移植したトウキビの苗、カラスにイタズラされて植え直しです！！��
　　�� （ヒロ）（ヒロ）
・�時々きつねも畑にあらわれ畑の菜園も大きく育ちぼちぼち食べられる様にな・�時々きつねも畑にあらわれ畑の菜園も大きく育ちぼちぼち食べられる様にな
りましたよ！楽しみがたくさんありますねりましたよ！楽しみがたくさんありますね�� 　　（S・M）（S・M）

など…　など…　

牛乳をも～っと食卓に

今月のミルクレシピ
夏を乗りきる栄養満点レシピ

肉だんごのミルクスープ
材料（２人分）
　　牛ひき肉……………………150g…
　　たまねぎ…… 80g（みじん切り）…
　　卵……………………………… 1コ…
　　酒………………………大さじ1/2…
　　かたくり粉……………大さじ1/2…
　　しょうゆ………………小さじ1/2…
　　塩………………………小さじ1/4…
　　こしょう………………………少々…
　　ズッキーニ…………………… 1本…
　　なす…………………………… 1本…
　　オリーブ油……………… 小さじ2…

　　水………………………… 100ml…
　　トマトの水煮………………1/2缶…
　　（缶詰・トマトはつぶす）…
　　赤とうがらし……………1～2本…
　　（半分にちぎり種を除く）…
　　牛乳……………………… 180ml…
　　塩………………………小さじ1/2…
　　こしょう………………………少々…
●ポーチドエッグ…
　卵………………………………… 2コ…
　酢…………………………………適宜…
　パセリ（みじん切り）……………適量

作り方
①ボウルにAを入れてよく混ぜ、10等分して丸める。
②ズッキーニとなすは7～8mm厚さの半月形に切る。
③フライパンにオリーブ油小さじ1を熱し、②を入れて塩、こしょうをし、軽く炒めたら取り出す。
④�同じフライパンにオリーブ油小さじ1を足し、①を入れて転がしながら表面に焼き色がつくまで
焼く。Bを加えて2～3分間煮る。
⑤③を戻し入れ、牛乳を加えて煮立てないようにして温め、塩、こしょう（分量外）で味を調える。
⑥�ポーチドエッグを作る。鍋にたっぷりの湯を沸かして酢を入れ（湯1に酢大さじ1が目安）、卵を
割り入れる。ゆるやかに沸騰している状態の火加減でアクをすくいながら3～4分間ゆで、冷水
にとって形を整える。
⑦器に盛り、パセリをふって⑥を添える。

A

B
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《応募方法等》
正解者３名に当農協の生乳
を使用した美味しいアイス！
「この町愛すの家もー
ちゃんのアイスセット」
をプレゼント!
※�セットの内容は届くまでのお

楽しみ♪
なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき
ます。
左下の部分を鶴居事務所 管理課まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取って
いただき各事務所へ提出してください。
《締め切り》
　2024年７月26日まで
　当選者の発表は７月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

A B C D E

7月の答え

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

今回の答えは８月号に掲載するよっ！！

3 5 7 10 12６月号
の答え

・おぐあんこ さん　・イクちゃん さん
・レオママ さん

・ハヒブル さん　・ちゃーちゃん さん

おめでとうございます!! ６月号の当選者

Wチャンス当選者

３　てるてる坊主の表情が違う…
５　傘の持ち手が細い　　　７　犬の目線が違う…
10　カタツムリがいない　　12　ひもの長さが違う

ククロスロスワワードードパパズルズル

ヨコのカギ

タテのカギ

１　七夕の短冊を付ける植物
２　鳥が羽ばたかせるもの
３　東北地方で牛のこと
４　だしじゃことも呼ばれます
５　ひ孫の子どもです
７　ロンドンの――空港は英国最大の国際空港です
９　ポンポンと地面で突いて遊びます
11　高校球児が試合をするときに履きます
13　ピサにあるものは傾いていることで有名です
15　シャンプーの後で使う人もいます
17　侍が腰に差していたもの
19　――ふり構わずがむしゃらに取り組んだ
21　漢字などに付ける小さな文字

１　小説を書く人をこう呼ぶことも
３　貼り合わせて合板を作ります
６　アジやイワシと並んでよく食べられる青魚
７　天の川を渡って織り姫に会いに行きます
８　春がスプリングなら夏は
10　目で見える範囲のこと
12　手首のこと。――バンド
14　2024年の夏季五輪が行われる都市
16　渡り――を通って隣の校舎へ行った
18　アウターの反対語
20　ウイスキーはこの中で熟成します
22　病気の治療や予防に使われます
23　打ち上げ――、線香――

どなたでも応募できますのでたくさんの応募お待ちしております。
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～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ ７月に入り暑い日が増えてきました。短い夏ですが今年も猛暑にな
りそうですね…どんな時でも自分の体調を第一に、楽しい夏を過ご
してほしいなと思います。

　 先日、浜中町のコープはまなかで販売されているヨンゼロソフトを
食べに行ってきました！ご存じの方も多いはず！噂通りおいし
かったです♪次はどこに行こうかな☆管内で気になっている所が
まだまだ！夏の楽しみにドライブしてみてはいかがでしょう♪そ
して今回のプレゼント企画は音別の地域からも愛され続けるアイ
スです。ぜひたくさんのご応募をお待ちしています！　（小笠原）

■令和６年度 　生乳生産実績（５月）
月計乳量（kg） 同月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 9,306,142.6 99.6 18,147,111.5 100.3
鶴 居 地 区 3,567,212.8 103.4 6,929,136.4 103.5
幌 呂 地 区 2,710,061.9 99.7 5,305,850.3 101.3
白 糠 地 区 1,713,213.6 95.1 3,301,153.9 94.9
音 別 地 区 1,315,654.3 95.7 2,610,970.9 97.1

管 内 計 45,554,570.8 100.7 89,112,354.7 101.6
（前年度管内計） 45,217,419.5 87,734,905.9

理　事　会　報　告
５月定例理事会　令和６年５月30日（木曜日）
報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について　
２．各委員会・諸会議等について
３．４月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．�ＪＡにおけるマネロンガイドラインとのギャップ

分析の結果について
６．ＪＡバンク経営戦略シートの策定について
７．決算状況について

付議事項　�
議案第１号　�行政庁に提出する業務報告書及び連結業

務報告書について　
議案第２号　�組合業務及び財産（連結含む）の状況に

関する情報開示について
議案第３号　諸規程の一部変更について

議案第４号　�出資配当金に対する出資への増口につい
て

議案第５号　�農協検査指摘事項に対する改善・対応状
況等の報告について

議案第６号　�新規就農候補者に係る新規就農の承認に
ついて

議案第７号　理事報酬の配分について

その他協議事項　�
１．�春季地区懇談会および第18回通常総会における意
見・要望等について

２．�酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための基本計
画策定に向けた意見集約の実施について

３．当面の業務日程について

今月号は小さな鶴が　　　　３羽隠れてます！ぜひ探してみてね♪


